
 
 

   
 
 

  
 
 

              
 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

   
 

                                            
                          

 
 

 

 

 
 

  
                     

資料２



＜一　部　抜　粋＞
資料２



資料２



資料２



資料２



資料２



資料２



資料２



資料２



資料２



資料２



資料２



令和８年９月 14 日（月）  

１０：００～１２：００ 

対面・オンライン開催 

（航空会館ビジネスフォーラム 大ホール）  

 

第５回 2040年に向けた看護職員の養成・確保の 

在り方に関する検討会 

 

議  事  次  第 
 
 
１．開 会 
 
２．議 事 

 

・看護職員の勤務環境改善について 

 

３. その他 
 
・医療分野のカスタマーハラスメント対策について 

 
４．閉 会 
 
 
 
【 資 料 】 
 

資料１ 看護職員の勤務環境改善について 
資料２ 大阪府済生会吹田病院の取組について 
資料３ 藤田医科大学病院の取組について 
資料４ カスタマーハラスメント対策について 

 
【 参考資料 】 
 

参考資料 これまでの御意見のまとめ 
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R8.9.14 2040年に向けた看護職員の養成・確保の在り方に関する検討会

働ける時間を
看護力に変える

超短時間勤務制度
「くわいナース」の取組

2時間〜

週1回から

大阪府済生会吹田病院
看護部長 村上 志保

くわいちゃん

令和８年９月14日 第５回 2040年に向けた看護職員の養成・確保の在り方に関する検討会 資料２ 資料３



本人の希望時間と 部署ニーズを、 看護部がつなぐ

04

登録看護職

働ける日・ 時間を申請
1日2時間以上／週1回から

急な休み可能
eラ ーニン グや院内研修参加

院内保育所の利用

看護部

希望と 現場ニーズを
調整

勤務部署を決定

各部署

繁忙時間・ 必要業務
を提示

当日の役割を明確化

→ →

対象： 育児・ 介護中／退職後／ブラ ンク から の復職希望者など

資料３



看護師が健康で働き続けられる
勤務体制の構築

―「頻繁な昼夜遷移が生じない勤務」の段階的実装と科学的評価 ―

2040年に向けた看護職員の養成・確保の在り方に関する検討会 事例紹介

藤田医科大学 病院統括本部 統括看護部長 眞野惠子

2026年9月14日（月）

Copyright(C) 2019-2026 FUJITA HEALTH UNIVERSITY HOSPITAL All RIGHTS RESERVED 1

令和８年９月14日 第５回 2040年に向けた看護職員の養成・確保の在り方に関する検討会 資料３ 資料３



6. 勤務パターンの改訂（2025年度）

改訂後の昼夜遷移の少ない勤務 ― 1か月パターン（2025年度〜）

Copyright(C) 2019-2026 FUJITA HEALTH UNIVERSITY HOSPITAL All RIGHTS RESERVED

1か月を日勤週・長勤週・夜勤週にブロック化して配置し、ブロックの切れ目に休みを挟む。4連休
以上を確保する生活面のメリットは維持したまま、昼夜遷移回数のみを削減する設計である。

前半：日勤週→長勤週
1

火

日

2

水

日

3

木

日

4

金

日

5

土

休

6

日

日

7

月

日

8

火

日

9

水

日

10

木

休

11

金

日

12

土

日

13

日

休

14

月

15

火

後半：長勤週 → 夜勤週
16

水

休

17

木

18

金

長

19

土

休

20

日

長

21

月

中

22

火

休

23

水

休

24

木

夜

25

金

夜

26

土

休

27

日

休

28

月

夜

29

火

夜

30

水

休

31

木

休

凡例：日=日勤7.5h（8:30〜17:00）中=中勤7.5h（12:15〜20:45）長=長勤11h（8:30〜20:45）夜=夜勤11.25h（20:30〜翌8:45）休=休日

月 4〜5回

従来の月8〜10回から半減

昼夜遷移
月11〜14日
従来の変則二交代制で確保していた
4連休以上をそのまま維持

休日（有給含む）
48時間以上

ブロックの切れ目に2日以上の休み
を挟む

夜勤後の休息

長 中 夜 夜 休休夜休 休休休休

休 日 休日休

※長勤週は、勤務終了が20時台の勤務で構成（同一勤務とみなす）

13

長長

休

資料３



　　令和９年度 東京都看護教員養成研修の募集

東京都看護教員養成研修とは
   本研修は、都民のニーズに対応できる高い資質を備えた優秀な看護教員を育成するため、
昭和４６年に開設されました。修了生の多くは、看護学校や病院などで看護教育活動の中心と
なっています。
　 看護師学校養成所指定規則の教育内容を踏まえ、優れた講師陣に加え都内の教育機関等
の協力を得て、充実した教育内容と効果的なカリキュラムの展開によって、質の高い看護教員
の養成を目指します。

１ 研修期間 令和９年５月から令和１０年３月まで
（実施期間を変更する場合があります）

２ 募集人員 ４５名程度

３ 応募資格
　原則として本研修修了後に都内施設の看護教員（看護職員の養成に携わる者及び実習指導
者）を希望する、看護師又は看護師免許を有する保健師、助産師で、次の（１）又は（２）に該当
すること。
（１）保健師、助産師又は看護師として５年以上の業務に従事(育児休業や休職期間等は除きま
す)した者。
（２）保健師、助産師又は看護師として３年以上の業務に従事(育児休業や休職期間等は除きま
す)した者で、大学において教育に関する科目（４単位）を履修して卒業し、若しくは大学院に
おいて教育に関する科目（４単位）を履修した者。

４ 研修場所 東京都社会福祉保健医療研修センター(東京都文京区小日向四丁目１番６号)

5 受講料等 ２５６,０００円（予定）
テキスト及び参考書代、交通費、パソコン、プリンタ、インターネット環境、教育実
習に要する費用、健康診断費用及びワクチン等の負担あり。

６ 出願期日 令和８年１１月２日（月曜日）から令和８年１１月３０日（月曜日）１７時００分まで
（持参若しくは郵送（必着））

７ 選考日 令和８年１２月１９日（土曜日）
  選考料   ８,０００円

８ 合格発表日 令和８年１２月２５日（金曜日）

９ 出願書類
　 本研修の募集要項等につきましては東京都福祉保健財団ホームページに掲載予定です。
詳細は東京都福祉保健財団ホームページをご覧ください。(令和８年９月中掲載予定)
東京都福祉保健財団　→　研修を受講される方へ　→　看護教員養成研修事業
https://www.fukushizaidan.jp/115kangokyouin/

10 出願書類提出先および問い合わせ先
〒１１２－０００６ 東京都文京区小日向四丁目１番６号 東京都社会福祉保健医療研修センター5階
公益財団法人　東京都福祉保健財団　東京都看護教員養成研修　研修担当
　　電話番号 ０３－３８１２－９３６２
　　Ｅ-mail ： kangokyoin@fukushizaidan.jp

資料４
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◆目 的 看護職員の養成に携わる方に対して、看護教員として必要な知

識と技術の修得に向けた研修を実施し、東京都の看護教育の向上

を目指します 

 

◆研修場所 東京都社会福祉保健医療研修センター 

     (東京都文京区小日向四丁目１番６号) 

 

◆研修期間 令和９年５月から令和１０年３月まで 

 

◆経 費 選考料 ￥8,000、受講料 ￥256,000 

 

◆出願期間 令和８年１１月２日（月曜日）から 

令和８年１１月３０日（月曜日）１７時００分 まで 

（持参、又は郵送（必着）） 

 

◆選考日 令和８年１２月１９日（土曜日） 

 

◆出願先 〒１１２－０００６ 

     東京都文京区小日向四丁目１番６号 

東京都社会福祉保健医療研修センター5 階 

公益財団法人東京都福祉保健財団 

東京都看護教員養成研修担当 

電話番号０３－３８１２－９３６２ 

Ｅ-mail：kangokyoin@fukushizaidan.jp 

 

 

看護教育に携わっている

方で、未受講の方、看護

教員を目指している方の

受講をお待ちしています 

財団ホームページ 
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